
　品質管理課の住友です。

朝晩ともにめっきり寒くなり、コートとマフラーが手放せない今日この頃です。

インフルエンザの流行が懸念されています。インフルエンザについての対策を知りましょう。
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冬＝感染症の流行に注意

１：冬は免疫力が低下しやすい

免疫力低下↓

寒さ

外気乾燥

体内水分減少

※夏場より水分摂取減

低温・低湿度な環境

(温度:16度以下 湿度:40％以下）

では,ウイルスは長く生存できる

感染力

２：ウイルスにとって最適な環境



ウイルスの主な感染経路

飛沫

感染

感染者の咳・くしゃみ等のしぶきに

含まれるウイルスを吸い込む

感染

接触

感染

手を洗わないまま

ｽｲｯﾁやﾄﾞｱﾉﾌﾞに触れる

付着したウイルスに触れ、

感染する

感染

経口

感染

汚染された調理器具

↓

調理者・配膳者の手指

↓

食べ物

↓

口

汚染された食べ物

※生・加熱不十分な二枚貝



インフルエンザについて

インフルエンザとは？

インフルエンザウイルスによって引き起こされる感染症

・ウイルスが次々に変異する

・変異のせいで体の抗体が働きづらく、何度も感染し

症状も強くなりやすい

・あまり変異しない

・初期感染時は強い症状が出る

・一度感染すると抗体が働き、二度目の感染時に

重症化しない

・A型/B型に比べ、症状・感染力共に弱い

・軽い症状ですむ

インフルエンザウイルスの症状

A型

B型

C型



インフルエンザウイルスの症状

感 染
発 症

約１～３日
１週間 軽 快

潜伏期間

ウイルス排出期間

感染後発症するまで

１～３日

38度の高熱 全身症状

・頭痛 ・寒気

・筋肉痛 ・関節痛

・倦怠感 ・食欲不振 等

呼吸器症状

・咳 ・喉の痛み

・鼻水・鼻づまり等

完治まで

7日～10日程度

（個人差あり）

発症前・発症後３～7日間は

人に感染する恐れがある



人に感染する恐れがある

インフルエンザに流行期間

例年11月下旬～１２月上旬にはじまり、

１月～３月がピーク

インフルエンザに感染したら

先ずは受診

抗インフルエンザ薬は、

ウイルスの増殖を防ぐ薬の為

ウイルスが増殖しきってしまっては

効果が低い

安静に

安静にし、休養をとる

睡眠を十分にとる

水分を取る

水・お茶・イオン飲料水・

経口補水液 等

外出を避ける

無理に出勤しない

マスクの着用



会社でウイルスを広めないポイント

従業員一人一人に日常生活での予防を周知・励行

感染者が出た場合の対応確認

・嘔吐等素早く対応できる準備

・管理者への専任

飛沫感染予防

・咳をしている人にはマスク着用を促す

接触感染予防

・消毒用アルコールの設置
（60％～８０％の消毒用アルコール）

・手洗い後の手指消毒の習慣化

環境の消毒

・塩素系消毒液にて、よく人が触れる場所を消毒
（ドアノブ回り・手すり・トイレ便座 等）


